
平成31年度

市の予算
希望の街へ
改革への挑戦

重点
施策

観光客をはじめとする交流
人口を拡大し、地域経済の
活性化を図るため、本市の
顔である、下関駅から唐戸
エリアまでの中心市街地の
開発や賑わい創出を推進し
ます。

主な事業
●まちの魅力再発掘プロ
ジェクト事業

� （12,800千円）

●下関港ウォータ―フロ
ント開発推進業務

� （15,700千円）

中心市街地の
賑

に ぎ

わい創出
01

重点
施策

人口減少に歯止めをかけ、
地域を活性化するため、若
者の地元就職を推進すると
ともに、子育て環境の充実
を図り、若者・子育て世代
の定住環境を整備します。

主な事業
●幼児教育無償化
� （788,400千円）
●若者の地元就職支援事
業（13,000千円）

●しものせき未来創造
jobフェア等開催事業

� （21,600千円）

若者 ・ 子育て世代の
定住環境創出

02

重点
施策

過疎、辺地等の条件不利地
域における携帯電話や光フ
ァイバーなどのＩＣＴ環境
の整備を行い、過疎、辺地
地域等の振興を図ります。

主な事業
●高度無線環境整備推進
事業（100,000千円）

●携帯電話等エリア整備
事業（85,000千円）

ＩＣＴによる
情報発信活力創出

03重点
施策

少子高齢化に伴う歳入歳出
両面の構造的な問題により、
基金の取崩しに頼る厳しい
財政状況のため、業務改革
を推進し、経営基盤を安定
させ、市民サービスの向上
を図ります。

主な事業
●ＲＰＡ導入業務
� （5,100千円）
ＲＰＡ（ロボティック・プ
ロセス・オートメーション：

定型業務やデータ入力操
作を自動化し、業務の効
率化と生産性の向上を図
るもの）

業務改革の推進 04

議会費 5.9

総務費
110.5

民生費
461.4

衛生費
95.5

教育費
77.9

公債費
139.2

労働費 2.8

農林水産業費
46.9

商工費 52.0

土木費 117.6

消防費 34.3

災害復旧費 0.1

予備費 1.0

歳出
1,145.1
億円

単位＝億円
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4つの
視点

活力あふれる下関を実現す
るため、地域経済の活性化
を図り、各種産業における
生産性向上や販路拡大など
に積極的に取り組み、就職
マッチングの支援をはじめ、
あらゆる世代の雇用の場を
創出します。

主な事業
●次世代継承型地域営農
推進事業（6,200千円）
●クルマエビ放流効果実
証事業（2,585千円）

●商店街等インバウンド
対策事業（1,500千円）

活力創出事業 01

4つの
視点

新たな賑わいを生み出すた
め、本市が有する歴史・景
観・食文化など地域資源を
生かし、交流人口を拡大し
ていくとともに、市内への
移住・定住を支援し、下関
に集う人・暮らす人を増加
させる施策を推進します。

主な事業
●まちの魅力再発掘プロジ
ェクト事業（12,800千円）
●スポーツ合宿等誘致推
進事業（1,000千円）

●まちの魅力創出・強化プロ
ジェクト事業（23,000千円）

賑わい創出事業 02

4つの
視点

元気にいきいきと生活でき
るまちづくりを推進するた
め、将来を担う子どもから
大人まで、多様な市民ニー
ズに対応した、福祉・保健・
医療の各分野の取り組みと、
未来を開く教育環境の充実
を図ります。

主な事業
●視覚障害者誘導ブロッ
ク改良事業（5,000千円）

●夢冒険チャレンジキャ
ンプ（1,000千円）

優しいまち実現
事業

03 4つの
視点

活力ある地域産業や優しさ
に満ちあふれた市民生活を
支えるための都市基盤整備
を推進し、市民と一体とな
って、誰もが安全で安心し
て暮らせるまちづくりを実
現します。

主な事業
●山口県救急安心センター
事業負担金（3,148千円）

●通学路等速度抑制対策
事業（5,000千円）

安心確保対策事業 04

市税 331.9

地方譲与税・
交付金

67.4

国・県支出金
248.6

繰入金
33.5

その他収入
111.8

地方交付税
261.5

市債 90.4

歳入
1,145.1
億円

今年度は『希望の街』の実現に向けてさ
らに事業を推し進めるために、
「中心市街地の賑わい創出」
「若者・子育て世代の定住環境創出」
「ＩＣＴによる情報発信活力創出」
「業務改革の推進」
の４つを重点施策に掲げ、また、昨年度
に引き続き、「活力」「賑わい」「優しさ」「安
心」の４つの視点に立ってさまざまな施
策に取り組んでいきます。

問財政課（☎231-1160）

単位＝億円
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